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１．今後のシクミネットの運用について

（１）代理入力から個人登録へ

• ＳＡＪの会員登録、各種資格年次登録等（認定資格は除く）については、
2019年度より皆様のご理解をいただきながら、シクミネット会員管理シス
テムの運用を開始しましたが、十分な準備期間の確保が出来なかったこ
とから第３階層（地区連）又は第４階層（クラブ）での代理申請を推奨し運
用を開始、システム操作、機能の理解を進めながら第５階層（個人）から
の登録に移行する方向性を持って進めてまいりました。

• その後、研修会、検定会等のイベント登録、電子会員証の採用など機能
の充実および操作性の改善が進んできたこと、また、代理申請による集
金・登録作業などで非効率性も指摘されていることから、今後は第5階層
（個人）の利用促進を推奨していくこととしました。

• 原則、個人登録を優先するが、対応できない方の為代理申請も可能。
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（２）個人登録利用でのメリット、デメリット

＜メリット＞

・申請・集金管理業務の効率化

・チェック作業の軽減

・納入実績、参加実績等の確認が随時可能となる

＜デメリット＞

・システム機能の理解と操作の習得が必要

・利用環境の整備（パソコン、ネット環境など）

・納入手数料が別途必要（240円／回 程度）

・事務局サイドで定期的な申請状況のチェックが必要
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２．個人登録の手順

（１）システムへの初期登録

・個人利用には個人IDとパスワードの設定が必要

・個人ID ： SAJ会員番号（毎年継続して利用）

・パスワード ： ２０１９年のシステム導入に合わせ各地区連に

送付済み ⇒ 初期ログイン後変更が必要

・ログイン後はSAJ会員登録、競技者登録、年次登録等の申請を実施

・第４階層（クラブ）、第３階層（地区連）での承認処理を行う

・登録状況、支払い請求については個人宛メールで通知される

・会員登録が終了後、イベント機能で研修会等の申し込みが可能

となる（システムによるチェック機能あり）

・8月10日より受付開始（競技者登録は9月10日18時より割増料金）
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（２）地区連事務局・クラブでの確認

・各会員の登録状況の確認方法

①会員情報はシステム画面「会員管理」の一覧表示で確認できる

②支払い状況については「決済管理」で確認可能

③本年６月にCSVデータ出力項目に教育関係資格等の情報が

追加された。

EXCEL利用による帳票出力、集計などの編集が可能

（出力項目数が多くなったため不要項目は削除してから使用する

ことを推奨）
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（３）イベント登録機能

・各種研修会、検定会等の申込みが可能

・従来のイベント機能は運用していたが、機能拡張を実施

・特に教育本部実施イベントである指導者研修会、クリニック、

検定会の申込が開催実態に合わせた形で可能となった

・詳細については、８月２１日（土）に開催する「教育担当者会議」

にて説明予定
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（４）認定資格の登録方法

・北海道スキー連盟認定指導員（スキー、スノーボード）については

シクミネットでの年次登録が不可能

⇒ そのため、道連事務局にてシクミネット「手動請求機能」 に

より該当者への請求を行う

・SAJ会員登録に合わせて請求情報が個人宛に発生するので、

一括で支払いを行う。（第３、４階層での代理申請も可能）

年次登録管理は道連事務局にて実施する

（研修会参加実績等の管理は教育本部で実施）

6



（５）第４階層クラブ登録について

・クラブ設定の考え方（第3階層配下）

０１ ○○スキー連盟

０２ 個人

０３ □□クラブ

： 理由：

どちらか一方のみ使用してい
る場合は、不使用側を削除す
ることが望ましい

一般の方がSAJ会員登録を申込もうと

した時に、不使用側のクラブを選択し
た場合、承認申請が上がらないため
把握することができない場合がある
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• 代理申請における料金支払いパターンとメール設定（参考）

① 事務局にて登録手続きと料金も含め代理申請する場合

全ての処理を事務局が代理申請・支払いする場合は、メール

設定も事務局用にしておくのが望ましい。（事務局受信）

② 事務局で登録手続きのみ行い、支払いは本人が行う場合

申請手続きのみ事務局で行い、支払い請求は本人のメール

設定とすることで請求メール受信後、支払いは本人に直接行

ってもらう。（本人受信）
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３．年次スケジュール

• ２０２２年度の登録等スケジュール
２０２１年７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

会員登録等
イベント

教育本部
イベント

▼18日事務担当者会議

▼10日 SAJ会員登録開始
（競技・教育・一般）

▼下旬 指導者研修会申込み開始

▼21日教育部担当者会議

▼上旬 教育本部メモ配布

▼中旬〜 検定会等申込み開始

▼実技研修会

▼理論研修会（ｅﾗｰﾆﾝｸﾞ）

※競技関係イベントはSAJにて設定 9



４．その他

（１）システム利用手数料の一部改訂について

・これまでシクミネットより各地区連で設定した分配金受領時に、

振り込み手数料（440円）負担があったが、2021年8月1日の

決済分からSAJにて負担することになった。

（２）SAJ会員証について

・現行のカードタイプの会員証は2023年度までの発行となります。

今年度より電子会員証の利用が可能となりましたが、本年に

ついては従来通り会員カードが発行されます。
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（３）SAJ一時会員・一級合格暫定会員登録について

・2022年度については従来通りの運用で実施

各地区連にEXCELフォーマットとSAJ会員証を送付するので、

受付手続きを実施し、道連に報告願います。

（４）道内移籍手続きについて

・従来通りの運用とする。

教育本部メモの移籍届けを使用し、地区連間で確認しながら

手続きを進める（別紙の運用フローを参照）

11


	シクミネットの運用について
	１．今後のシクミネットの運用について
	スライド番号 3
	２．個人登録の手順
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	３．年次スケジュール
	４．その他
	スライド番号 12

